
巻
頭
言地

域
協
働
で「
水
の
都
・
三
島
」の

魅
力
的
な
水
辺
環
境
を
再
生
 ――
―
―
―
― 

2

渡
辺 

豊
博

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

江
戸
時
代
の
狩
野
川
の
渡
し
と
舟
運
 ――
― 

4

 

橋
本 

敬
之

湧
水
か
ら
な
る
柿
田
川
 ――
―
―
―
―
―
―
― 

8

〜
た
だ
な
ら
ぬ
川 

下
山 

義
夫

島
田
宿
と
大
井
川
の
川
越
制
度
 ――
―
―
― 

10

 

朝
比
奈
太
郎

静
岡
市
巴
川
の
景
観
と
産
業

 ――
―
―
―
― 

12

―
流
域
の
生
活
誌
― 

曽
根 

辰
雄

〜
安
倍
川
水
系
〜

足
久
保
川
と
静
岡
茶
発
祥
の
歴
史
 ――
―
―
― 

14

 

丹
羽
登
美
子

天
竜
川

 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

16

―
暴
れ
竜
を
命
の
川
へ 

金
原 

利
幸

子
ど
も
が
安
全
に
遊
ぶ
川
作
り
 ――
―
―
― 

18

〜
川
遊
び
と
伝
統
文
化
の
継
承
〜 

山
田 

辰
美

浜
名
湖
今
昔
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

20

 

荒
熊 

元
茂

落
語
と
川
㉖　
「
矢
橋
船
」

 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

22

 

竹
内
　 

宏

万
葉
の
川
39　

明
日
香
川
（
飛
鳥
川
）
 ――
―
―
―
―
―
― 

23

 

井
上 

克
彦

ブ
ラ
ア
イ
チ
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

24

〜
歴
史
と
地
形
か
ら
愛
知
を
知
る
〜 

川
瀬 

功
記

川
の
眺
め
を
守
る
人
々
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

26

〜
豊
田
の
水
辺
愛
護
会
〜 

吉
橋
久
美
子

会
員
の
活
動
紹
介
 ――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

28

彩
の
川
研
究
会
令
和
元
年
度 

現
地
調
査
会

〜
柳
瀬
川
、
神
田
川
の
源
流
〜 

中
野
　 

毅

第
23
回
日
本
水
大
賞
２
０
２
1
日
本
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞

 ―― 

30

〜
水
に
関
わ
る
皆
さ
ま
の
活
動
を
募
集
〜

第
22
回 

日
本
水
大
賞
・
日
本
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞
の
表
彰
に
つ
い
て

 ― 

31

令和 2 年 9 月 20 日発行（年 4 回発行）

令和2年9月

91

特
集
「
静
岡
の
川
」



巻
頭
言治

水
の
原
則
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

2

―
10
㎝
で
も
１
㎝
で
も
低
く
―　
　
　

  

竹
村
公
太
郎

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

律
令
国
家
日
本
の
創
設
と
国
家
総
合
開
発
事
業

︱︱ 

4

 

尾
田 

栄
章

考
古
学
か
ら
み
た
古
代
の
築
堤
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

8

 

青
木
　 

敬

古
代
の
遷
都
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

10

―
大
和
川
流
域
か
ら
淀
川
流
域
へ
― 

松
浦 

茂
樹

狭
山
池
の
築
造
と
そ
の
水
管
理
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

12

 

工
楽 

善
通

古
代
の
治
水
を
考
え
る
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

 

長
野 

正
孝

裂
田
溝
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

16

〜
現
代
に
活
き
る
古
代
水
路
〜 

松
本 

周
作

広
野
河
事
件
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

〜
広
野
の
川
面
を
血
に
染
め
て
〜 

山
田 

昭
彦

古
代
大
和
川
の
治
水
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

〜
和
気
清
麻
呂
の
付
け
替
え
工
事
〜 

安
村 

俊
史

寄
稿　

熊
野
速
玉
大
社
例
大
祭
と
熊
野
川
︱︱︱
︱ 

22

	

上
野
　 

顯

万
葉
の
川
㊵　
秋
山
川

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

25

 

井
上 

克
彦

市
民
活
動
紹
介
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

26

カ
ヌ
ー
選
手
と
し
て
見
た
世
界
の
川	

末
松 

佳
子

マ
レ
ー
シ
ア
便
り（
１
）
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

山
中
に
河
口
が
あ
る
っ
て
何
そ
れ
？ 

渡
邉
　 

浩

川
の
本

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

29

落
語
と
川
㉗　
「
芝
浜
」
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

 

竹
内
　 

宏

２
０
２
０
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得

︱︱ 

31

令和 2 年 12 月 20 日発行（年 4 回発行）

令和2年12月

92

特
集
「
古
代
の
治
水
と
文
化
」



巻
頭
言ホ

ッ
ツ
ケ
と
里
山
環
境
の
活
用
︱︱
︱
︱
︱
︱ 

2

︱

茂
木︱

俊
二

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

近
世
の
都
市
用
水

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

4

－

水
道
再
考

－	

神
吉︱

和
夫

四
ツ
谷
用
水
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

8

―
地
勢
に
寄
り
添
っ
た
仙
台
藩
の
用
水
路
―	

柴
田
　︱

尚

小
田
原
城
下
を
支
え
た
水
道
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

10

	

佐
々
木
健
策

大
御
所
家
康
の
街
を
流
れ
る
用
水
︱︱︱
︱
︱
︱ 

12

―
駿
府
用
水
―	

柴
　︱

雅
房

芝
原
上
水
と
福
井
城
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

	

佐
藤
　︱

圭

旧
赤
穂
上
水
道
の
歴
史
と
構
造
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

16

	

荒
木︱

幸
治

芦
田
川
に
生
き
る
福
山
上
水
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

	

佐
道︱

弘
之

国
内
現
役
最
古
の
上
水
道　
轟
泉
水
道
︱︱︱
︱ 

20

	

大
浪︱

和
弥

寄
稿　

律
令
国
家
日
本
の
創
設
と

　
　
　

国
家
総
合
開
発
事
業＜

そ
の
2＞

︱︱︱
︱ 

22

　

	

－

行
基
集
団
の
事
業
を
支
え
た
も
の	

尾
田	

栄
章

浮
世
絵
で
見
る
洲
崎
の
波
除
堤
防

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

25

︱

藤
芳︱

素
生

落
語
と
川
㉘　
「
水
屋
の
富
」
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

26

︱

竹
内
　︱

宏

万
葉
の
川
㊶　
音
羽
川

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

27

︱

井
上︱

克
彦

マ
レ
ー
シ
ア
便
り（
2
）
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

“ク
ア
ラ
＂の
成
り
立
ち
に
二
通
り
あ
り
！︱

渡
邉
　︱

浩

川
の
本

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

29

水
防
研
修
・
総
会
の
ご
案
内
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

令和 3 年 3 月 20 日発行（年 4 回発行）

令和3年3月

93

特
集
「
近
世
都
市
の
用
水
」



巻
頭
言河

川
災
害
と
地
域
の
対
応
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

2

―
木
曽
三
川
流
域
治
水
史
―　
　
　
　

  

秋
山 

晶
則

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

近
世
の
治
水
技
術

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

4

 

知
野 

泰
明

北
上
川
下
流
部
に
お
け
る
政
宗
公
時
代
の
河
川
改
修

︱︱ 

8

 

加
藤
　 

徹

河
川
工
法「
関
東
流
」「
紀
州
流
」の
実
像
︱︱︱
︱ 

10

 

松
浦 

茂
樹

近
世
に
お
け
る
水
管
理
技
術
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

12

 

末
次 

忠
司

尾
張
藩
の
新
川
開
削
事
業
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

 

鈴
木
　 

雅

淀
川
の
治
水
史
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

16

 

村
田 

路
人

津
田
永
忠
と
百
間
川
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

 

樋
口 

輝
久

清
正
公（
せ
い
し
ょ
こ
さ
ん
）の
洪
水
制
御
法

︱︱︱ 

20

 

大
本 

照
憲

寄
稿　

律
令
国
家
日
本
の
創
設
と

　
　
　

国
家
総
合
開
発
事
業＜

そ
の
3＞

︱︱︱
︱ 

22

　

 

−

行
基
集
団
の
事
業
を
支
え
た
も
の	

尾
田	

栄
章

落
語
と
川
㉙　
「
蔵
前
駕
籠
」
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

24

 

竹
内
　 

宏

万
葉
の
川
㊷　
象
の
小
川

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

25

 

井
上 

克
彦

マ
レ
ー
シ
ア
便
り（
3
）
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

26

南
北
交
易
ル
ー
ト
も
存
在
し
た
！ 

渡
邉
　 

浩

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

27

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

令
和
２
年
度
現
地
見
学
会（
南
摩
ダ
ム
）・
総
会
・
意
見
交
換
会
の
開
催

　
　
　
　

〜
と
ち
ぎ
の
川
懇
話
会
〜	

加
藤
　 

怜

令
和
3
年
度
定
時
社
員
総
会
開
催
及
び
理
事
会
結
果
の
報
告

︱︱ 

30

会
報「
河
川
文
化
」創
刊
100
号
に
向
け
た
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

︱︱ 

31

令和 3 年 6 月 20 日発行（年 4 回発行）

令和3年6月

94

特
集
「
近
世
の
治
水
技
術
」



巻
頭
言川

と
森
と
土
、
そ
し
て
人
の
つ
な
が
り
︱
︱
︱ 

2

中
村 

太
士

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

森
林
と
私
た
ち
の「
今
」を
語
る
︱︱
︱
︱
︱
︱ 

4

	

太
田 

猛
彦

河
畔
林
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

8

―
日
本
の
平
野
か
ら
姿
を
消
し
た
森
―	

岡
村 

俊
邦

白
い
森
の
国	

お
ぐ
に
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

10

―
飯
豊
連
峰
荒
川
源
流
域
の
森
を
登
る	

井
上 

邦
彦

利
根
川
流
域
の
上
下
流
交
流
と
水
源
地
保
全
活
動

︱︱ 

12

	

伊
藤 

照
夫

東
京
水
の
ふ
る
さ
と
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

―
多
摩
川
上
流
域
に
広
が
る
水
道
水
源
林	

木
村 

高
士

明
る
い
水
源
の
森
と
豊
か
な
恵
み
︱︱︱
︱
︱
︱ 

16

	

洲
崎 

燈
子

吉
野
川
の
上
下
流
交
流
に
つ
い
て
︱︱︱
︱
︱
︱ 

18

	

清
水 

正
仁

伝
統
的
な
治
水
技
術
・
水
害
防
備
林
︱︱︱
︱
︱ 

20

―
そ
の
工
学
的・歴
史
的・文
化
的
考
察
―	

末
次 

忠
司

落
語
と
川
㉚　
「
壺
算
」
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

22

 

竹
内
　 

宏

万
葉
の
川
�　
倉
橋
川

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

23

 

井
上 

克
彦

マ
レ
ー
シ
ア
便
り（
4
）
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

24

ク
ア
ラ
考
か
ら
内
陸
運
河
が
見
え
て
き
た 

渡
邉
　 

浩

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

25
・
31

市
民
活
動
紹
介
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

26

豊
か
な
自
然　

清
流
の
栃
木
県
か
ら

￨
川
の
日
を
国
民
の
祝
日
に
￨	

桑
原 

史
朗

水
源
地
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
エ
コ
ク
ラ
ブ
探
検
隊
」	

林
　 

　
誠

高
橋
裕
先
生
を
偲
ぶ

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

令和 3 年 9 月 20 日発行（年 4 回発行）

令和3年9月

95

特
集
「
川
と
森
林
」



巻
頭
言長

良
川
お
ん
ぱ
く
の
10
年

　
︱
川
の
文
化
が
人
と
人
を
つ
な
ぐ
︱
︱︱︱ 

2

蒲
　 

勇
介

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

戦
国
武
将
・
武
田
信
玄
運
命
を
決
し
た
信
玄
堤

︱︱
︱ 

4

	

加
来 

耕
三

日
本
一
長
い
み
や
ぎ
の
運
河
群
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

8

―
再
生
・
復
興
の
歩
み
―	

舛
谷 

成
幸

「
見
沼
通
船
堀
」
に
つ
い
て
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

10

	

青
木 

義
脩

「
荒
川
ロ
ッ
ク
ゲ
ー
ト
」と
舟
運
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

︱︱ 

12

	

三
輪 

尚
子

利
根
運
河
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

―
水
運
か
ら
希
少
動
植
物
の
時
代
へ
―	

新
保 

國
弘

都
市
計
画・橋
り
ょ
う・河
川
的
視
点
か
ら
み
た
富
岩
運
河

︱︱ 

16

	

山
中 

久
生

半
田
運
河
の
変
遷
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

―
港
と
新
田
―	

曲
田 

浩
和

松
江
城
の
壕
と
人
び
と
の
暮
ら
し
︱︱︱
︱
︱
︱ 

20

	

林
　 

秀
樹

筑
豊
炭
田
の
石
炭
輸
送
路「
堀
川
」運
河
︱︱
︱ 

22

	

吉
田 

浩
之

マ
レ
ー
シ
ア
便
り（
5
）
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

24

ク
ア
ラ
が
支
え
た
マ
ラ
ッ
カ
王
国 

渡
邉
　 

浩

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

25
・
33

落
語
と
川
㉛　
「
ね
ぎ
ま
の
殿
様
」
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

26

 

竹
内
　 

宏

万
葉
の
川
㊹　
放
生
津
潟

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

27

 

井
上 

克
彦

市
民
活
動
紹
介
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

上
・
下
流
住
民
の
交
流
に
よ
る
地
域
連
携
型
で

自
然
と
人
間
の
共
生
を
目
指
す
ド
ラ
ゴ
ン
リ
バ
ー
交
流
会	

高
嶋 

了
一

寄
稿
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

永
平
寺
町	

を
流
れ
る
九
頭
竜
川
か
ら
メ
ダ
リ
ス
ト
を
出
す
！

パ
ド
リ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想	

田
中 

謙
次

会
報「
河
川
文
化
」創
刊
100
号
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト（
結
果
）
︱︱
︱ 

34

協
会
活
動
日
誌

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

38

令和 3 年 12 月 20 日発行（年 4 回発行）

令和3年12月

96

特
集
「
運
河
の
歴
史
と
文
化
」



巻
頭
言減

水
稲
作
と
タ
ム
ノ
ッ
プ
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

2

　
︱
洪
水
と
共
に
生
き
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
農
民
︱

久
保 

成
隆

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

低
平
地
の
水
災
克
服
へ
の
道
の
り
︱︱
︱
︱
︱
︱ 

4

―
尾
張
西
部 

日
光
川 

安
井 

雅
彦

石
狩
川
の
開
拓
と
治
水
の
歴
史
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

8

 

工
藤 

拓
也

西
蒲
原
平
野 

土
地
改
良
の
あ
ゆ
み
︱︱
︱
︱
︱
︱ 

10

 

網
本 

恵
介

川
面
の
見
え
な
い
街 

東
京
下
町
低
地
︱︱
︱
︱
︱ 

12

 

難
波 

匡
甫

淀
川
・
大
阪
湾
の
高
潮
対
策
と「
水
都
大
阪
」の
に
ぎ
わ
い

︱︱︱ 

14

 

波
多
野
真
樹

京
野
菜
の
一
大
産
地「
巨
椋
池
干
拓
」史
︱︱
︱
︱ 

16

 

橋
本 

博
幸

吉
野
川
下
流
域
の
宿
命 

内
水
被
害
と
の
闘
い
︱︱ 

18

〜
内
水
対
策
の
は
じ
ま
り 

川
島
排
水
機
場
〜 

 

安
永 

一
夫

佐
賀
平
野
の
農
業
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

―
生
活
を
守
る
ク
リ
ー
ク
の
整
備
― 

 

塚
元 

重
光

落
語
と
川
㉜　
「
百　
川
」
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

22

 

竹
内
　 

宏

万
葉
の
川
㊺　
養
老
川

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

23

 

井
上 

克
彦

市
民
活
動
紹
介
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

24

大
和
川
も　

大
和
川
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
元
気
で
す	

	

小
松 

清
生

私
の
人
生
は「
矢
作
川
の
見
張
り
番
」

―
愛
知
県
豊
田
市
立
西
広
瀬
小
学
校	

水
質
汚
濁
調
査
を
支
え
て
―	

	

清
水 

有
樹

ホ
ワ
イ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
水
難
事
故
に
つ
い
て	

	

末
松 

佳
子

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

水
防
研
修（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）の
ご
案
内 

令
和
４
年
度
定
時
社
員
総
会
開
催（
予
定
）に
つ
い
て

記
事
検
索
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

31

協
会
活
動
日
誌

令和 4 年 3 月 20 日発行（年 4 回発行）

令和4年3月

97

特
集
「
川
と
低
平
地
」



巻
頭
言熊

野
川
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
と
三
反
帆
︱
2

北
原
潤
希

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

紀
伊
半
島
の
山
と
谷
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
4

千
木
良
雅
弘

立
梅
用
水
と
西
村
彦
左
衛
門
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
8

高
橋
幸
照

宮
川
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
10

―
悠
久
の
歴
史
と
文
化
―

山
下
智
也

紀
伊
半
島
の
清
流
の
魅
力
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
12

内
山
り
ゅ
う

十
津
川
今
昔
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
14

松
實
豊
繁

熊
野
信
仰
を
育
み
物
流
を
担
っ
た
熊
野
川
︱
︱
16

山
本
殖
生

日
高
川
と
道
成
寺
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
18

大
河
内
智
之

徳
川
吉
宗
と
才
蔵
・
弥
惣
兵
衛
と
紀
の
川
︱
︱
20

久
次
米
英
昭

落
語
と
川
㉝
「
泳
ぎ
の
医
者
」
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
22

竹
内

宏

万
葉
の
川
㊻

象
の
小
川
二

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
23

井
上
克
彦

市
民
活
動
紹
介
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
24

綾
瀬
川
と
大
曽
根
ビ
オ
ト
ー
プ
の
再
生

―
か
い
ぼ
り
隊
―

三
井
元
子

会
員
の
活
動
紹
介
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
26

令
和
3
年
度
通
常
総
会
・
現
地
見
学
会（
永
野
川
・
田
ん
ぼ
ダ
ム
）の
開
催

〜
と
ち
ぎ
の
川
懇
話
会
〜

恒
川
千
尋

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
沈
下
橋
を
架
け
る

中
尾
忠
彦

「
第
204
回
河
川
文
化
を
語
る
会
」
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

︱
︱
︱
︱
30

近
藤

明

協
会
活
動
日
誌

令
和
4
年
度
定
時
社
員
総
会
開
催
及
び
理
事
会
結
果
の
報
告
︱
31

令和 4 年 6 月 20 日発行（年 4 回発行）

令和4年6月

98

特
集
「
紀
伊
半
島
の
川
」



巻
頭
言河

川
法
大
改
正
か
ら
四
半
世
紀
、 

「
流
域
治
水
」
へ
の
展
開
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

2

虫
明 

功
臣

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

人
と
水
面
と
ま
ち
づ
く
り
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

4

	

岸
井 

隆
幸

巴
波
川
と
栃
木
の
ま
ち
づ
く
り
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

8

	

大
木 

　
洋

北
十
間
川
の
水
辺
空
間
活
用
と
ま
ち
づ
く
り
︱︱ 

10

	

立
岡 

幸
夫

ふ
る
さ
と
再
発
見
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

12

「
甦
れ
内
川
！—

魚
・
水
・
環
境—

」

横
田 

義
明

水
都
・
大
垣
と
水
門
川
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

	

坂
東
　 

肇

宍
粟
市
の
歴
史
と
川
と
地
域
づ
く
り
︱︱︱
︱
︱ 

16

	

田
路 

正
幸

川
と
共
に
暮
ら
す
と
い
う
文
化
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

―
新
町
川
の
取
り
組
み	

中
村 

英
雄

ふ
る
さ
と
の
川	

五
ヶ
瀬
川
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

―
受
け
継
が
れ
て
い
く
自
然
と
歴
史	

山
田 

大
志

落
語
と
川
㉞
　「
稲
　
川
」
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

22

 

竹
内
　 

宏

万
葉
の
川
　
　
真
間
川

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

23

 

井
上 

克
彦

市
民
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

24

根
尾
山
中
の
石
碑
の
謎

—

金
原
明
善
翁
と 

水
野
定
治—

 

三
本
木 

隆

文
化
が
あ
っ
て
の
経
済 

こ
れ
逆
に
あ
ら
ず

〜
甲
突
川
で
筏
下
り
を
立
ち
上
げ
た
物
語
〜 

石
川 

孝
二

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

Carrying W
ater Project

〜
そ
れ
は
井
戸
枯
れ
か
ら
始
ま
っ
た 

帰
山 

寿
章

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

協
会
活
動
日
誌

第
24
回
日
本
水
大
賞・2
0
2
2
日
本
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞

︱︱ 

31

令和 4 年 9 月 20 日発行（年 4 回発行）

令和4年9月

99

特
集
「
人
と
川
の
四
半
世
紀
」



令和 4 年 12 月 20 日発行（年 4 回発行）

令和4年12月

100

座
談
会
〈
再
掲
〉

会
報 「
河
川
文
化
」 

発
行
の
趣
旨
と

編
集
方
針
に
つ
い
て
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

4

会
員
か
ら
の
寄
稿
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

6

創
成
川
の
遊
び	

八
十
島 

行

川
へ
の
お
も
い	

飯
村 

治
雄

水
辺
の
自
然
に
配
慮
し
た
河
道
形
成
に
つ
い
て	

木
内 

勝
司

川
へ
の
お
も
い（
花
見
川
）	

天
野
川 

恒

水
源
に
ロ
マ
ン
を
求
め
て	

小
野 

忠
幸

川
へ
の
お
も
い（
柏
尾
川
）	

個
人
会
員 

Ｋ
Ｋ

わ
が
心
の
ふ
る
さ
と
天
竜
峡
へ
の
ラ
ブ
コ
ー
ル	

Ｈ
Ｍ

治
水
の
歴
史
を
訪
ね
た
懐
か
し
い
記
録

	

治
水
史
跡
探
訪
会 

会
員

第
80
号
の
特
集「
京
の
川
」を
第
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て

	

鈴
木 

康
久

河
川
書
誌
学
の
す
す
め	

古
賀 

邦
雄

川
の「
百
選
」に
つ
い
て
想
う
こ
と	

青
江 　

淳

表
紙
絵
と
河
川
文
化
へ
の
思
い	

瀬
古 

一
郎

会
員
に
よ
る
お
勧
め
の
記
事
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

12

サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹
介　
四
半
世
紀
を
振
り
返
る

︱︱︱ 

14

彩
の
川
研
究
会
24
年
の
あ
ゆ
み

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

彩
の
川
研
究
会 

事
務
局

〝
と
や
ま
”川
の
会
の
あ
ゆ
み

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

16

	

と
や
ま
川
の
会 

事
務
局

愛
知
・
川
の
会
の
20
年
と
こ
れ
か
ら

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

	

近
藤　

 

朗

「
か
わ
」
と
「
人
」
に
寄
り
添
い
な
が
ら

︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

20

	

山
本　

 

潔

年	

表
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

22

「
人
と
川
の
新
時
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